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 第 1 部・基調講演，第 2部・実践報告，第 3部・パネルディスカッションに登壇いただく
皆様から貴重な示唆をいただけるものと楽しみにしてございます。 

























  小松 悌厚 










































国立教育政策研究所 教育課程研究センター長            









































   「新学習指導要領の理念とカリキュラム・マネジメント」 
 
   天笠 茂  










































千葉大学 特任教授            


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































第２部 実践報告  
～ カリキュラム・マネジメントの実際 ～ 
   
 
 
        「新たな学びに関する教員の資質能力向上のための 
プロジェクト（秋田県）」 
稲岡 寛 




        「カリキュラム・マネジメントの実際 
～県立教育センターとしての３年間の取組～」 
阿部 一晴   




        「カリキュラム・マネジメントの実際 
～研究開発 新領域「希望（のぞみ）」の実践を通して～」 
    柳生 大輔   




















独立行政法人教職員支援機構 研修協力員            





























































































 今年の 5 月の上旬，そして 7 月の下旬，さらには先月，12 月の上旬にも，人事異動によ
りメンバーが替わっても，育てたい資質・能力に着目してカリキュラムを捉え直す校内研修
会が継続されていました。こちらが今年度 1学期末のカリキュラムのデザインです（【スラ


























































































































































































































































































































































































































新潟県立教育センター 指導主事            




















 三つの側面からスタートした 3 校の実践の中で，同じように出てくるキーワードを探っ
た結果，「つながる」「共通理解」「可視化」という三つに集約されるということと，共通
の取組として見えてきた五つの視点としてまとめ，これを初年度の成果物 CMN28（カリキュ
ラム・マネジメント新潟モデル 28年度版）としてまとめました（【スライド 4】）。 
 続いて 2年目，昨年度の取組です。 















































 3 年間の流れを振り返ると，1 年目は，三つの側面からスタートして，CMN28 ができまし
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広島大学附属三原中学校 教諭            








































































































































の 12 年間一貫ルーブリックを基に，単元レベルのルーブリックを作成し，OPPA という評価
方法を活用して自己評価活動に取り組みました。 




 先ほど出てきました主体的に自己を成長させる評価，OPPA について説明します。OPPA と
60
は One Page Portfolio Assessment の略で，学習者が１枚の用紙の中に授業の前，授業中，
授業後の学習履歴として記録し，その全体を学習者自身が評価する方法を言います。 












































































































































































































入門期 幼小接続期 中間期 小中接続期 最終期
年少・年中 年長・１年・２年 ３年・４年 ５年・６年・７年 ８年・９年


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































菊池 英慈（教育課程研究センター 教育課程調査官） 
田村 知子（大阪教育大学 教授） 
白水 始 （東京大学 教授） 
稲岡 寛 （独立行政法人教職員支援機構 研修協力員） 
 
◇コーディネーター 
















































































































































































































































































ュラムを開発するのにふさわしい場所なのだという， School Based Curriculum 



























































































































































































































プが二つ目，最後のグループは速度の変化，「2.6 から 2.8 キロのところはどうなっている
かということが言えるか」というので，グラフの見方とこの現実世界のレーシングカーの話
を合わせながら考えてみる。こういう 3 グループに分かれた子供たちが 3 人で集まって，
じゃあさっきの問いに答えを出したらどうなるだろうというので，喧々諤 （々けんけんがく
がく）しながら答えを選んでいくと。 








































































































































































































































































































































































































































































































② 見直し１ 第２版 ７月～８月
③ 見直し２ 第３版 12月
























































○ 教育課程の編成 ○ 教育課程の実施
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国立教育政策研究所 次長            
















































平成３１年１⽉１６⽇（⽔） ⽂部科学省 ３階講堂 
プ ロ グ ラ ム 
12:30〜     受付開始 
13:00〜13:15 開会行事 
所⻑挨拶 
常盤  豊（国⽴教育政策研究所⻑） 
概要説明 
⼩松 悌厚（国⽴教育政策研究所 教育課程研究センター⻑） 
13:15〜14:15 第 1 部 基調講演 
新学習指導要領の理念とカリキュラム・マネジメント 
天笠  茂（千葉⼤学 特任教授） 
14:15〜15:15 第 2 部 実践報告 
カリキュラム・マネジメントの実際 
稲岡  寛（独⽴⾏政法⼈教職員⽀援機構 研修協⼒員） 
阿部 ⼀晴（新潟県⽴教育センター 指導主事） 
柳⽣ ⼤輔（広島⼤学附属三原中学校 教諭） 
15:15〜15:25  休 憩 
15:25〜16:55 第 3 部 パネルディスカッション 
カリキュラム・マネジメントと授業づくりをつなぐ 
菊池 英慈（国⽴教育政策研究所 教育課程調査官） 
⽥村 知⼦（⼤阪教育⼤学 教授） 
⽩⽔  始（東京⼤学 教授） 
稲岡  寛（独⽴⾏政法⼈教職員⽀援機構 研修協⼒員） 
コーディネーター： 
猿⽥ 祐嗣（国⽴教育政策研究所 教育課程研究センター 基礎研究部⻑） 
16:55〜17:00 閉会行事 
髙⼝  努（国⽴教育政策研究所次⻑） 
 

















登 壇 者 略 歴 
 
第１部 基調講演 
○天笠茂（あまがさ・しげる） 千葉大学・特任教授 
筑波大学大学院教育学研究科博士課程単位取得後退学。専門は学校経営学，カリキュラム・マネジメ
ント。中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会臨時委員，学校の第三者評価のガイドラインの
策定等に関する調査研究協力者会議座長，文部科学省教育研究開発企画評価協力者会議委員などを務め
る。著書に『学校経営の戦略と手法』（ぎょうせい），『小中一貫教育のマネジメント』（監修・ぎょうせ
い），『学校管理職の経営課題（全5巻）』（編集代表・ぎょうせい）などがある。 
 
第２部 実践報告 
○稲岡寛（いなおか・ひろし） 独立行政法人教職員支援機構 次世代教育推進センター・研修協力員
（併）研修プロデューサ  ー
秋田大学教育文化学部附属小学校，秋田市公立小学校の勤務を経て，平成27年度より独立行政法人教
員研修センター次世代型教育推進センターの研修協力員，平成30年度より現職。文部科学省「教科等の
本質的な学びを踏まえた主体的・対話的で深い学びの視点からの学習・指導方法の改善の推進に関する
企画評価会議」（平成 30 年度）協力者。アクティブ・ラーニングの視点から学習・指導方法の改善を図
るための実践的な調査研究を行い，教員の指導力向上のための研修プログラムモデルの構築を行ってい
る。主な共著書等に『主体的・対話的で深い学びを拓く』（独立行政法人教職員支援機構編 学事出版），
『授業改革への挑戦』（秋田大学教育文化学部 一莖書房）などがある。 
 
○阿部一晴（あべ・かずはる） 新潟県立教育センター・指導主事 
平成3年より新潟県公立中学校教諭，平成16・17年度上越教育大学大学院（現職派遣），平成25年度
より新潟県公立中学校教頭，平成28年度より現職。教育研究班に所属し，カリキュラム・マネジメント
推進プロジェクトチーム，キャリア教育推進チームのリーダーを務める。 
平成31年2月22日（金）には，新潟県立教育センター教育フォーラムを開催いたします。是非，お
越しください。（https://www.nipec.nein.ed.jp/sc/kyoikuforum/index.html） 
 
○柳生大輔（やぎゅう・だいすけ） 広島大学附属三原中学校・教諭 
大阪市立大学大学院生活科学研究科修了後，広島県の公立中学校教諭を経て，平成14年より現職。平
成 24 年度から文部科学省研究開発学校の指定を受け，新領域「希望（のぞみ）」を設置し，社会的自立
の基礎となる資質・能力及び態度・価値観の体系的な育成のための，幼小中一貫の自己開発型教育の研
究開発を行う。その内容を昨年末，共著『幼小中一貫教育で育む資質・能力 自ら伸びる子どもを育て
る』（ぎょうせい）にまとめ出版する。 
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第３部 パネルディスカッション 
○菊池英慈（きくち・えいじ） 国立教育政策研究所・教育課程調査官 
 文部科学省・初等中等教育局教育課程課教科調査官 
平成元年茨城大学教育学部を卒業後，茨城県公立小学校教諭，茨城大学教育学部附属小学校・中
学校の教諭を経験し，茨城県教育研修センター指導主事，茨城県公立小学校教頭など歴任。平成29
年度より小学校国語の教科調査官を務めている。現在は，新学習指導要領の周知徹底に向けて全国
を東奔西走中である。主な著書論文等には，「ずれと共有化が，学習意欲を高める」，「比較する
目と関係付ける言語力」，「『情報活用の実践力』を育てる説明文の授業」などがある。 
 
○田村知子（たむら・ともこ） 大阪教育大学大学院・教授 
 九州大学大学院人間環境学府博士課程単位取得退学。博士（教育学）。中村学園大学准教授・岐阜大学
教職大学院准教授等を経て平成30年4月より現職。専門はカリキュラムマネジメント，教員研修，学校
経営。日本カリキュラム学会（理事），日本教育経営学会，日本教育工学会などに所属。中央教育審議会
専門委員，全国的な学力調査に関する専門家会議委員，教育研究開発企画評価会議協力者などを歴任。
単著に『カリキュラムマネジメント−学力向上へのアクションプラン』（日本標準），共著に『カリキュラ
ムマネジメントが学校を変える』（学事出版），編著に『カリキュラムマネジメント・ハンドブック』（ぎ
ょうせい，最新刊）『実践・カリキュラムマネジメント』（ぎょうせい）など。 
 
○白水始（しろうず・はじめ） 東京大学・教授 
中京大学情報理工学部准教授等を経て，平成24年度から国立教育政策研究所総括研究官，平成28年
度から東京大学高大接続研究開発センター高大連携推進部門 CoREF ユニット教授，国立教育政策研究所
フェロー。現在は，協調学習を教室に実現する授業づくりを全国の先生方と行う。今後の教育のための
授業法，評価，ICT活用，教師支援を一体的に進める。主要な著書に「資質・能力 理論編」（東洋館出版
社），「教育心理学特論」（放送大学教育振興会）などがある。 
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